
(57)【要約】

【課題】一体積層型の電極シートを巻き込んで形成され

た電池要素を含む二次電池において、導電タブの配置構

造を好適化して、電池要素を外装缶に組み込む際に導電

タブが外装缶の缶開口に引っ掛かるのを解消する。

【解決手段】帯状の絶縁性樹脂シート７の片面および他

面には、正極側および負極側の集電体層８・９を形成す

る。これら集電体層８・９の外面に、正極用の活物質層

１０と負極用の活物質層１１とを形成する。正極側およ

び負極側の前記集電体層８・９に、それぞれ導電タブ１

２・１３を固定して一体積層型の電極シート１を形成す

る。一対の導電タブ１２・１３のうち、正極側の導電タ

ブ１２が電池要素３の最内周に位置し、負極側の導電タ

ブ１３が電池要素３の最外周に位置するシート面の内側

に位置するように、電極シート１を巻き込んで、導電タ

ブ１３が電池要素３の周面に露出するのを防止する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 極 シ ー ト を セ パ レ ー タ ー と と も に 巻 き 込 ん で 所 定 形 状 に 形 成 さ れ る 電 池 要 素 と 、 前 記
電 池 要 素 を 収 容 す る 外 装 缶 と 、 電 解 液 を 含 む 二 次 電 池 で あ っ て 、
　 前 記 電 極 シ ー ト は 、 帯 状 の 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト の 片 面 お よ び 他 面 に 、 そ れ ぞ れ 異 な る 金 属
材 で 形 成 さ れ る 正 極 側 の 集 電 体 層 と 、 負 極 側 の 集 電 体 層 と を 形 成 し 、 こ れ ら 集 電 体 層 の 外
面 に 正 極 用 の 活 物 質 層 と 、 負 極 用 の 活 物 質 層 と を 形 成 し 、 正 極 側 お よ び 負 極 側 の 前 記 集 電
体 層 の そ れ ぞ れ に 導 電 タ ブ を 固 定 し て 形 成 さ れ て お り 、
　 一 対 の 前 記 導 電 タ ブ が 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 前 記 電 極 シ ー ト の 最 外 周 の シ ー ト 面 よ
り 内 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 二 次 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
　 一 対 の 前 記 導 電 タ ブ の 一 方 が 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 前 記 電 極 シ ー ト の 最 外 周 に 位 置
す る シ ー ト 面 の 内 側 に 配 置 さ れ て お り 、
　 他 方 の 導 電 タ ブ が 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 前 記 電 極 シ ー ト の 最 内 周 に 位 置 す る シ ー ト
面 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 対 の 前 記 導 電 タ ブ の そ れ ぞ れ が 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 前 記 電 極 シ ー ト の 、 最 内 周
に 位 置 す る シ ー ト 面 の 外 側 と 内 側 に 配 置 し て あ る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 極 シ ー ト の 表 面 に 露 出 す る 前 記 正 極 用 の 活 物 質 層 と 、 前 記 負 極 用 の 活 物 質 層 と の
い ず れ か 一 方 の 外 面 に 前 記 セ パ レ ー タ ー が 密 着 状 に 配 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ ま た は
３ 記 載 の 二 次 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 極 シ ー ト を 巻 き 込 ん だ 状 態 に お い て 、 相 手 側 極 性 の 活 物 質 層 と 対 向 し な い 領 域 に
お い て 前 記 正 極 用 の 活 物 質 層 と 前 記 負 極 用 の 活 物 質 層 と が 省 略 さ れ て 、 前 記 正 極 側 の 集 電
体 層 と 、 前 記 負 極 側 の 集 電 体 層 と が 露 出 し て い る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 二
次 電 池 。
【 請 求 項 ６ 】
　 電 極 シ ー ト を セ パ レ ー タ ー と と も に 巻 き 込 ん で 所 定 形 状 に 形 成 さ れ る 電 池 要 素 と 、 前 記
電 池 要 素 を 収 容 す る 外 装 缶 と 、 電 解 液 と を 含 む 二 次 電 池 で あ っ て 、
　 前 記 電 極 シ ー ト は 、 帯 状 の 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト の 片 面 お よ び 他 面 に 、 そ れ ぞ れ 異 な る 金 属
材 で 形 成 さ れ る 正 極 側 の 集 電 体 層 と 、 負 極 側 の 集 電 体 層 と を 形 成 し 、 こ れ ら 集 電 体 層 の 外
面 に 正 極 用 の 活 物 質 層 と 、 負 極 用 の 活 物 質 層 と を 形 成 し 、 電 池 要 素 の 最 内 周 の シ ー ト 面 に
導 電 タ ブ が 固 定 さ れ て お り 、
　 前 記 電 池 要 素 の 最 外 周 に 露 出 す る 前 記 一 方 の 集 電 体 層 が 、 前 記 外 装 缶 の 内 面 に 直 接 に 接
触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 二 次 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 絶 縁 性 シ ー ト の 片 面 に 正 極 側 の 集 電 体 層 と 活 物 質 層 と が 形 成 さ れ 、 残 る 片 面
に 負 極 側 の 集 電 体 層 と 活 物 質 層 と が 形 成 さ れ た 、 一 体 積 層 型 の 電 極 シ ー ト で 構 成 さ れ る 二
次 電 池 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 二 次 電 池 は 、 絶 縁 性 シ ー ト の 表 と 裏 に 、 正 極 側 の 集 電 体 層 と 負 極 側 の 集 電 体 層
と を 形 成 し 、 各 集 電 体 層 の 外 面 に 正 極 用 と 負 極 用 の 活 物 質 層 と を 形 成 し て 帯 状 の 電 極 シ ー
ト を 構 成 す る 。 得 ら れ た 一 体 積 層 型 の 電 極 シ ー ト は 、 セ パ レ ー タ ー と と も に 渦 巻 状 に 巻 き
込 み 、 あ る い は 扁 平 に 折 り 畳 ん で ア ル ミ ラ ミ ネ ー ト 製 の 外 装 袋 に 装 填 す る 。 こ の 種 の 電 池
は 公 知 で あ り （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 従 来 の 二 次 電 池 に 比 べ て 、 ア ル ミ ラ ミ ネ ー ト 製 の 外 装
袋 の 内 部 に 装 填 し た 部 材 に 占 め る 活 物 質 の 量 が 多 い 分 だ け 、 電 池 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 向 上
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し 、 電 池 容 量 の 向 上 や 電 池 の 小 形 軽 量 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に お い て は 、 Ｐ Ｅ Ｔ 樹 脂 シ ー ト の 片 面 に 銅 膜 を 電 気 メ ッ キ に よ り 形 成 し て 負
極 側 の 集 電 体 と し 、 Ｐ Ｅ Ｔ 樹 脂 シ ー ト の 他 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 薄 膜 を ラ ミ ネ ー ト し て 正 極 側
の 集 電 体 を 形 成 し て い る 。 そ こ で は 、 絶 縁 性 の シ ー ト の 表 面 に 、 無 電 解 メ ッ キ 法 、 あ る い
は 蒸 着 や ス パ ッ タ リ ン グ に よ っ て 導 電 性 の 薄 幕 を 形 成 し 、 こ の 薄 幕 の 外 面 に メ ッ キ に よ っ
て 必 要 な 厚 み の 銅 膜 を 形 成 す る 。 導 電 性 塗 料 を 樹 脂 シ ー ト に 塗 布 し て 導 電 性 の 薄 幕 を 形 成
す る こ と も 開 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 電 池 要 素 に お い て は 、 各 集 電 体 の 外 面 に 正 極 用 の 活 物 質 層 と 、 負 極 用 の 活
物 質 層 を そ れ ぞ れ 形 成 す る が 、 相 手 側 極 性 の 活 物 質 層 と 対 向 し な い 部 分 に は 活 物 質 層 を 形
成 し な い で 、 正 負 の 各 集 電 体 を 露 出 さ せ 、 そ こ に 導 電 タ ブ を 超 音 波 溶 接 し て 一 体 積 層 型 の
電 極 シ ー ト を 構 成 し て い る 。 電 極 シ ー ト を 負 極 側 の 集 電 体 が 露 出 す る 側 か ら 一 方 向 へ 折 り
畳 む こ と に よ り 、 扁 平 に 折 り 畳 ま れ た 電 池 要 素 が 得 ら れ る 。 こ の 電 池 要 素 の 最 外 周 の 外 面
に は 正 極 側 の 導 電 タ ブ が 露 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ５ ４ １ １ １ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ １ ６ 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ２ ２ ４ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ １ ３ 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 絶 縁 性 フ ィ ル ム の 表 裏 に 正 極 、 お よ び 負 極 側 の 集 電 体 層 を 形 成 し た 一 体
積 層 型 の 電 極 シ ー ト は 、 従 来 の 二 次 電 池 に 比 べ て 電 池 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 向 上 で き る 。 し
た が っ て 、 二 次 電 池 の 容 量 の 向 上 や 小 形 化 、 軽 量 化 を 実 現 で き る 。 し か し 、 特 許 文 献 １ の
二 次 電 池 に よ れ ば 、 電 池 要 素 の 最 外 周 の 外 面 に 正 極 側 の 導 電 タ ブ が 露 出 す る た め 、 電 池 要
素 を 外 装 缶 に 装 填 す る 際 に 、 導 電 タ ブ が 外 装 缶 の 開 口 縁 に 引 っ 掛 か り や す く 、 外 装 缶 に 対
す る 電 池 要 素 の 組 み 込 み を 円 滑 に 行 え な い 。 場 合 に よ っ て は 、 導 電 タ ブ が 変 形 し 、 あ る い
は 破 損 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 電 池 要 素 が 一 体 積 層 型 の 電 極 シ ー ト を 巻 き 込 ん で 形 成 し て あ る 二 次 電
池 に お い て 、 導 電 タ ブ の 配 置 構 造 を 好 適 化 し て 、 導 電 タ ブ が 電 池 要 素 の 最 外 周 の 外 面 に 露
出 す る の を 解 消 し 、 以 て 、 電 池 要 素 の 外 装 缶 に 対 す る 組 み 込 み を 円 滑 に 行 え る よ う に す る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 二 次 電 池 は 、 電 極 シ ー ト １ を セ パ レ ー タ ー ２ と と も に 巻 き 込 ん で 所 定 形 状 に 形
成 さ れ る 電 池 要 素 ３ と 、 電 池 要 素 ３ を 収 容 す る 外 装 缶 ４ と 、 電 解 液 と を 含 む 。 電 極 シ ー ト
１ は 、 帯 状 の 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ の 片 面 お よ び 他 面 に 、 そ れ ぞ れ 異 な る 金 属 材 で 形 成 さ れ
る 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ と 、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ と を 形 成 し 、 こ れ ら 集 電 体 層 ８ ・ ９ の 外 面
に 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ と 、 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と を 形 成 し 、 正 極 側 お よ び 負 極 側 の 前
記 集 電 体 層 ８ ・ ９ の そ れ ぞ れ に 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ を 固 定 し て 形 成 す る 。 以 て 、 一 対 の 導
電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ が 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 最 外 周 の シ ー ト 面 よ り 内 側
に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 対 の 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ の 一 方 を 、 所 定 形 状 に 巻 き
込 ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 最 外 周 に 位 置 す る シ ー ト 面 の 内 側 に 配 置 し 、 他 方 の 導 電 タ ブ １ ２
を 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 最 内 周 に 位 置 す る シ ー ト 面 に 配 置 す る （ 請 求
項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 あ る い は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 対 の 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ の そ れ ぞ れ を 、 所 定 形 状 に 巻
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き 込 ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 、 最 内 周 に 位 置 す る シ ー ト 面 の 外 側 と 内 側 に 配 置 す る （ 請 求 項
３ ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 電 極 シ ー ト １ の 表 面 に 露 出 す る 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ と 、 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と の い
ず れ か 一 方 の 外 面 に は セ パ レ ー タ ー ２ を 積 層 固 定 す る （ 請 求 項 ４ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 電 極 シ ー ト １ を 巻 き 込 ん だ 状 態 に お い て 、 相 手 側 極 性 の 活 物 質 層 と 対 向 し な い 領 域 に お
い て 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ と 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と を 省 略 し て 、 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ と
、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ と を 露 出 さ せ る こ と が で き る （ 請 求 項 ５ ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 二 次 電 池 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 電 極 シ ー ト １ を セ パ レ ー タ ー ２ と と も に
巻 き 込 ん で 所 定 形 状 に 形 成 さ れ る 電 池 要 素 ３ と 、 電 池 要 素 ３ を 収 容 す る 外 装 缶 ４ と 、 電 解
液 と を 含 む 。 そ こ で の 電 極 シ ー ト １ は 、 帯 状 の 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ の 片 面 お よ び 他 面 に 、
そ れ ぞ れ 異 な る 金 属 材 で 形 成 さ れ る 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ と 、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ と を 形 成
し 、 こ れ ら 集 電 体 層 ８ ・ ９ の 外 面 に 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ と 、 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と を
形 成 し 、 電 池 要 素 ３ の 最 内 周 の シ ー ト 面 に 導 電 タ ブ １ ３ を 固 定 し て 形 成 す る 。 電 池 要 素 ３
の 最 外 周 に 露 出 す る 一 方 の 集 電 体 層 ８ は 、 外 装 缶 ４ の 内 面 に 直 接 接 触 す る よ う に な っ て い
る （ 請 求 項 ６ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 帯 状 の 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ の 片 面 に 、 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ と 正 極 用 の 活 物
質 層 １ ０ と を 形 成 し 、 他 面 に 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ と 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と を 形 成 し て 、
一 体 積 層 型 の 電 極 シ ー ト １ を 形 成 し た 。 そ の う え で 、 各 集 電 体 層 ８ ・ ９ に 固 定 さ れ る 導 電
タ ブ １ ２ ・ １ ３ が 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 最 外 周 の シ ー ト 面 よ り 内 側 に
配 置 さ れ て 、 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ が 電 池 要 素 ３ の 外 周 面 に 露 出 す る の を 防 止 し て い る 。 し
た が っ て 、 本 発 明 の 二 次 電 池 に よ れ ば 、 電 池 要 素 ３ を 外 装 缶 ４ に 組 み 込 む 際 に 、 導 電 タ ブ
１ ２ ・ １ ３ が 外 装 缶 ４ の 開 口 縁 に 引 っ 掛 か る の を 解 消 で き 、 外 装 缶 ４ に 対 す る 電 池 要 素 ３
の 組 み 込 み を 円 滑 に 行 え 、 組 み 込 み 時 に 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ が 破 損 し た り 、 あ る い は 変 形
し た り す る の を 一 掃 で き る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 対 の 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ の う ち 、 例 え ば 負 極 側 の 導 電 タ ブ １ ３ は 、 所 定 形 状 に 巻 き 込
ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 最 外 周 に 位 置 す る シ ー ト 面 の 内 側 に 配 置 し 、 正 極 側 の 導 電 タ ブ １ ２
は 、 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 最 内 周 に 位 置 す る シ ー ト 面 に 配 置 す る 二 次 電
池 に よ れ ば 、 正 負 の 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ が 電 池 要 素 ３ の 外 周 面 に 露 出 す る の を 防 止 し な が
ら 、 両 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ を 内 外 に 分 離 し て 配 置 で き る の で 、 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ の 極 性
を 明 確 に 識 別 で き る 。 し た が っ て 蓋 ５ に 接 続 す る 際 の 、 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ の 極 性 の 間 違
い を 確 実 に 防 止 で き る （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 対 の 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ が そ れ ぞ れ 所 定 形 状 に 巻 き 込 ま れ た 電 極 シ ー ト １ の 、 最 内 周
に 位 置 す る シ ー ト 面 の 外 側 と 内 側 と に 配 さ れ た 二 次 電 池 に よ れ ば 、 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ を
電 極 シ ー ト １ の 巻 き 込 み 中 心 に 位 置 さ せ て 、 幾 重 に も 巻 き 込 ん だ 電 極 シ ー ト 層 で 保 護 で き
る の で 、 電 池 要 素 ３ の 取 り 扱 い 時 や 、 電 池 要 素 ３ を 蓋 ５ に 組 み 付 け る 場 合 な ど に 導 電 タ ブ
１ ２ ・ １ ３ を 傷 め る こ と が な い （ 請 求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 極 シ ー ト １ の 表 面 に 露 出 す る 、 正 負 の 活 物 質 層 １ ０ ・ １ １ の い ず れ か 一 方 の 外 面 に セ
パ レ ー タ ー ２ が 積 層 固 定 さ れ て い る と 、 電 極 シ ー ト １ を 巻 き 込 ん で 電 池 要 素 ３ を 形 成 す る
際 に 、 電 極 シ ー ト １ と セ パ レ ー タ ー ２ と の 巻 き ず れ を 防 止 で き 、 １ 枚 の シ ー ト を 巻 き 込 み
操 作 す る の と 同 様 に 、 電 極 シ ー ト １ の 巻 き 込 み 操 作 を 速 や か に 行 え る （ 請 求 項 ４ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 電 極 シ ー ト １ を 巻 き 込 ん だ 状 態 に お い て 、 相 手 側 極 性 の 活 物 質 層 と 対 向 し な い 領 域 に お

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-196974 A 2005.7.21



い て 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ と 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と を 省 略 す る こ と に よ り 、 正 極 側 の 集
電 体 層 ８ と 、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ と が 露 出 す る よ う に し た 二 次 電 池 に よ れ ば 、 起 電 に 寄 与
し な い 領 域 に 正 負 の 活 物 質 層 １ ０ ・ １ １ が 形 成 さ れ る 無 駄 を 省 け 、 電 池 要 素 ３ を 小 形 化 で
き る （ 請 求 項 ５ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 体 積 層 型 の 電 極 シ ー ト １ を 巻 き 込 ん で 電 池 要 素 ３ を 形 成 し 、 そ の 最 内 周 の シ ー ト 面 に
導 電 タ ブ １ ３ を 固 定 し 、 電 池 要 素 ３ の 最 外 周 に 露 出 す る 一 方 の 集 電 体 層 ８ を 、 外 装 缶 ４ の
内 面 に 直 接 接 触 さ せ て 、 集 電 体 層 ８ と 外 装 缶 ４ を 導 通 す る 二 次 電 池 に よ れ ば 、 正 極 側 の 導
電 タ ブ １ ２ を 省 略 で き 、 そ の 分 だ け 二 次 電 池 の 製 造 コ ス ト を 節 約 で き る （ 請 求 項 ６ ） 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ な い し 図 ３ は 本 発 明 に 係 る 二 次 電 池 を 示 す 。 図 ３ に お い て 二 次 電 池 は 、 電 極 シ ー ト
１ を セ パ レ ー タ ー ２ と と も に 巻 き 込 ん で 所 定 形 状 に 形 成 さ れ る 電 池 要 素 ３ と 、 電 池 要 素 ３
を 収 容 す る 有 底 角 筒 状 の 外 装 缶 ４ と 、 外 装 缶 ４ の 上 面 開 口 を 塞 ぐ 蓋 ５ と 、 外 装 缶 ４ に 封 入
さ れ る 電 解 液 な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に お い て 電 極 シ ー ト １ は 、 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ の 片 面 お よ び 他 面 に 、 そ れ ぞ れ 正 極
側 の 集 電 体 層 ８ と 、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ と を 形 成 し 、 こ れ ら 集 電 体 層 ８ ・ ９ の 外 面 に 正 極
用 の 活 物 質 層 １ ０ と 、 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と を 形 成 し 、 正 極 側 お よ び 負 極 側 の 集 電 体 層
８ ・ ９ の そ れ ぞ れ に 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ を 固 定 し て 、 一 体 積 層 型 の 電 極 シ ー ト と し て 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ は 、 絶 縁 性 に 優 れ 、 支 障 な く 巻 き 込 み 操 作 で き る プ ラ ス チ ッ ク 材 、
例 え ば ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト 、 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ ア ラ
ミ ド な ど を 素 材 に し て 帯 状 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ に 接 着 固 定 し て 、 あ る い
は メ ッ キ 法 や 蒸 着 法 に よ っ て 形 成 す る 。 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ は 、 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ の 片
面 に 、 銅 を 無 電 解 又 は 電 解 メ ッ キ 法 に よ っ て 必 要 な 厚 み に 析 出 さ せ て 形 成 さ れ て い る 。 こ
の 際 必 要 で あ れ ば 、 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト ７ の 片 面 に 、 蒸 着 、 ス パ ッ タ リ ン グ 等 に よ り 導 電 性
薄 膜 １ ５ を 形 成 し た 後 に メ ッ キ を 施 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ は 、 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ の 外 面 に ス ラ リ ー 状 に 調 整 し た 溶 液 を 塗
布 し て 乾 燥 し た の ち 、 プ レ ス し て 形 成 す る 。 塗 布 さ れ る 溶 液 は 、 Ｌ ｉ Ｃ ｏ Ｏ 2  、 Ｌ ｉ Ｎ ｉ
Ｏ 2  、 Ｌ ｉ Ｍ ｎ 2  Ｏ 4  、 Ｌ ｉ Ｎ ｉ 1 / 3  Ｃ Ｏ 1 / 3  Ｍ ｎ 1 / 3  Ｏ 、 Ｌ ｉ Ｆ ｅ Ｐ Ｏ 4  な ど の 無 機 酸
化 物 に 、 導 電 性 付 与 剤 と 結 着 剤 と 溶 剤 と を 加 え て 形 成 し て あ る 。 導 電 性 付 与 剤 と し て は 、
ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 、 ケ ッ チ ン グ ブ ラ ッ ク 、 黒 鉛 、 非 晶 質 炭 素 な ど の 単 体 、 あ る い は 混 合
体 を 適 用 で き る 。 結 着 剤 と し て は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン や 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ
ン な ど の フ ッ 素 系 材 料 と 、 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム な ど の ゴ ム 系 材 料 の 単 体 、 あ る い は 混
合 体 を 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ は 、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ の 外 面 に ス ラ リ ー 状 に 調 整 し た 溶 液 を 塗
布 し て 乾 燥 し た の ち 、 プ レ ス し て 形 成 す る 。 塗 布 さ れ る 溶 液 は 、 リ チ ウ ム を 吸 蔵 し 放 出 で
き る 炭 素 系 材 料 、 チ タ ン 酸 リ チ ウ ム 、 の い ず れ か を 主 剤 に し て 、 こ れ に 導 電 性 付 与 剤 と 結
着 剤 と 溶 剤 と を 加 え て 形 成 す る 。 リ チ ウ ム を 吸 蔵 し 放 出 で き る 炭 素 系 材 料 と し て は 、 非 晶
質 炭 素 、 人 造 黒 鉛 、 天 然 黒 鉛 、 フ ラ ー レ ン 、 ナ ノ チ ュ ー ブ な ど を 適 用 で き る 。 リ チ ウ ム を
吸 蔵 し 放 出 で き る チ タ ン 酸 リ チ ウ ム と し て は 、 Ｌ ｉ 4  Ｔ ｉ 5  Ｏ 1 2 、 Ｌ ｉ 2  Ｔ ｉ 3  Ｏ 7  な ど
を 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 導 電 性 付 与 剤 は 、 ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 、 ケ ッ チ ン グ ブ ラ ッ ク 、 非 晶 質 炭 素 な ど の 単 体 、
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あ る い は 混 合 体 を 適 用 で き る 。 結 着 剤 と し て は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン や 、 ポ リ テ ト ラ フ
ル オ ロ エ チ レ ン な ど の フ ッ 素 系 材 料 と 、 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム な ど の ゴ ム 系 材 料 、 ヒ ド
ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス の 単 体 、 あ る い は 混 合 体 を 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 負 極 用 の 活 物 質 と し て 、 金 属 リ チ ウ ム 、 リ チ ウ ム 合 金 等 、 あ る い は リ チ ウ ム と 合
金 化 で き る Ｓ ｎ 、 Ｓ ｉ な ど の 金 属 を 適 用 し 、 箔 化 し た 各 金 属 を 集 電 体 層 ９ の 外 面 に プ レ ス
し て 密 着 固 定 し 、 あ る い は 各 金 属 を ス パ ッ タ リ ン グ 、 蒸 着 、 あ る い は メ ッ キ な ど に よ っ て
積 層 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ 、 お よ び 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ は 、 図 に 示 す よ う に 、 電 極 シ ー ト
１ を 巻 き 込 ん で 電 池 要 素 ３ を 形 成 し た 状 態 に お い て 、 相 手 側 極 性 の 活 物 質 層 と 対 向 し な い
領 域 に お い て 、 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ と 負 極 用 の 活 物 質 層 １ １ と を 省 略 し て 、 正 極 側 の 集
電 体 層 ８ と 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ と を 露 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ の 向 か っ て 右 端 の 部 分 に お い て 、 正 極 用 の 活 物 質 層 １ ０ を 省 略 し て 正
極 側 の 集 電 体 層 ８ を 露 出 さ せ 、 そ の 反 対 側 に 位 置 す る 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ に 負 極 側 の 導 電
タ ブ １ ３ を 超 音 波 溶 接 す る 。 同 様 に 、 図 １ の 向 か っ て 左 端 の 部 分 に お い て 、 負 極 用 の 活 物
質 層 １ １ を 省 略 し て 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ を 露 出 さ せ 、 そ の 反 対 側 に 位 置 す る 正 極 側 の 集 電
体 層 ８ に 正 極 側 の 導 電 タ ブ １ ２ を 超 音 波 溶 接 す る 。 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ が 露 出 す る 領 域 を
符 号 １ ８ で 、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ が 露 出 す る 領 域 を 符 号 １ ９ で 示 し た 。 な お 、 導 電 タ ブ １
２ ・ １ ３ は 、 そ れ ぞ れ Ｎ ｉ 箔 で 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 セ パ レ ー タ ー ２ は 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 あ る い は こ れ ら を 積 層 し た フ ィ ル
ム で 形 成 し て あ り 、 シ ー ト 面 に は 無 数 の 微 細 孔 を 有 す る 。 セ パ レ ー タ ー ２ は 正 極 用 の 活 物
質 層 １ ０ の 外 面 に 接 着 す る こ と も で き る 。 こ の よ う に 、 セ パ レ ー タ ー ２ を 活 物 質 層 １ ０ に
接 着 し て 電 極 シ ー ト １ と 一 体 化 す る と 、 電 極 シ ー ト １ を 巻 き 込 む 際 の 、 電 極 シ ー ト １ と セ
パ レ ー タ ー ２ と の 巻 き ず れ が な い う え 、 速 や か に 巻 き 込 み 操 作 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の よ う に セ パ レ ー タ ー ２ が 積 層 さ れ た 電 極 シ ー ト １ は 、 正 極 側 の 導 電 タ ブ １ ２ を 始
端 に し て 、 扁 平 に 折 り 畳 み な が ら 巻 き 込 む 。 得 ら れ た 電 池 要 素 ３ に お い て は 、 負 極 側 の 導
電 タ ブ １ ３ が 、 電 極 シ ー ト １ の 最 外 周 の シ ー ト 面 よ り 内 側 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 電 池
要 素 ３ を 外 装 缶 ４ に 装 填 す る 際 に 、 導 電 タ ブ １ ３ が 缶 開 口 に 引 っ 掛 か る の を 防 止 で き 、 電
池 要 素 ３ の 外 装 缶 ４ に 対 す る 組 み 込 み を 確 実 か つ 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 外 装 缶 ４ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 あ る い は ス テ ン レ ス 鋼 材 製 の 板 材 を 素 材 に し て 、 深 絞 り 加
工 を 施 し て 形 成 し て あ り 、 電 極 シ ー ト １ の 巻 き 込 み 構 造 の 違 い に 応 じ て 、 形 成 素 材 を 変 更
す る 。 詳 し く は 、 上 記 の よ う に 、 電 池 要 素 ３ の 最 外 周 に 正 極 側 の 活 物 質 層 １ ０ が 表 れ る 場
合 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 し た 外 装 缶 ４ を 使 用 す る 。 電 池 要 素 ３ の 最 外 周 に 負 極 側 の 活
物 質 層 １ １ が 表 れ る 場 合 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 材 で 形 成 し た 外 装 缶 ４ を 使 用 す る 。 外 装 缶 ４
に 組 み 込 ま れ る 電 池 要 素 ３ は 、 そ の 導 電 タ ブ １ ２ ・ １ ３ を 予 め 蓋 ５ の 所 定 位 置 に 溶 接 固 定
し て 、 蓋 ５ と 一 体 化 し て お く 。 こ の 後 、 蓋 ５ を か し め 処 理 し 、 あ る い は レ ー ザ ー 溶 接 に よ
っ て 外 装 缶 ４ を 密 封 し 、 図 外 の 注 液 口 か ら 電 解 液 を 注 入 し た の ち 、 注 液 口 を 封 止 す る こ と
に よ り 二 次 電 池 を 完 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の 実 施 例 で は 、 負 極 側 の 導 電 タ ブ １ ３ を 電 極 シ ー ト １ の 最 外 周 シ ー ト 面 の 内 側 に 配
置 し た が 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 負 極 側 の 導 電 タ ブ １ ３ を 電 極 シ ー ト １ の 最 内 周
シ ー ト 面 の 内 側 に 配 置 し て も よ い 。 詳 し く は 、 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ が 露 出 す る 領 域 １ ９ に
お い て 、 正 極 側 の 導 電 タ ブ １ ２ か ら 十 分 に 離 れ た 位 置 に 負 極 側 の 導 電 タ ブ １ ３ を 配 置 し 、
そ の 一 端 を 負 極 側 の 集 電 体 層 ９ に 超 音 波 溶 接 し た 。 他 の 構 成 は 先 の 実 施 例 と 同 じ で あ る の
で 、 同 じ 部 材 に は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 以 下 の 実 施 例 に お い て も 同 様 に
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扱 う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ は 電 池 要 素 ３ の 更 に 別 実 施 例 を 示 す 。 そ こ で は 電 池 要 素 ３ に お け る 最 内
周 の シ ー ト 面 に 負 極 側 の 導 電 タ ブ １ ３ を 固 定 し 、 さ ら に 電 池 要 素 ３ の 最 外 周 に 正 極 側 の 集
電 体 層 ８ が 露 出 す る よ う に 電 極 シ ー ト １ を 巻 き 込 む よ う に し た 。 こ の 実 施 例 に お い て は 、
図 ７ に 示 す よ う に 、 電 池 要 素 ３ の 最 外 周 に 露 出 す る 正 極 側 の 集 電 体 層 ８ を 外 装 缶 ４ の 内 面
に 直 接 接 触 さ せ て 、 集 電 体 層 ８ と 外 装 缶 ４ と を 電 気 的 に 導 通 す る の で 、 正 極 側 の 導 電 タ ブ
１ ２ を 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 の 実 施 例 で は 、 電 極 シ ー ト １ を 扁 平 に 折 り 畳 み な が ら 巻 き 込 ん だ が 、 そ の 必 要 は な
く 、 渦 巻 状 に 巻 き 込 ん で 電 池 要 素 ３ を 円 柱 状 に 形 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 電 極 シ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 池 要 素 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 二 次 電 池 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 極 シ ー ト の 別 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 電 池 要 素 の 別 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 電 極 シ ー ト の 更 に 別 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 電 池 要 素 の 更 に 別 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ 　 電 極 シ ー ト
２ 　 セ パ レ ー タ
３ 　 電 池 要 素
４ 　 外 装 缶
７ 　 絶 縁 性 樹 脂 シ ー ト
８ 　 正 極 側 の 集 電 体 層
９ 　 負 極 側 の 集 電 体 層
１ ０ 　 正 極 側 の 活 物 質 層
１ １ 　 負 極 用 の 活 物 質 層
１ ２ ・ １ ３ 　 導 電 タ ブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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